
じて、幅広い世代の市民に対し、地域福祉の意

展開する必要がある。 識啓発や活動参加へのきっかけづくりを行っていく。

・地域が抱える生活課題を解決していくために、地域住民が主 ・複合的な福祉の支援を必要とする市民に対して、福祉総合相

体的に課題解決に取り組む意識の醸成が必要である。 談窓口の周知を図り、適切な関係機関へのつなぎを実施し、連

・地域の支えあい、助け合いを進めるために、地域活動の担い 携して問題の解決を図っていく。

手を育成する必要がある。しかし、地域福祉の担い手である民

生委員を確保することが難しい状況となっている。

・誰もが安心して福祉に関する相談をできるように、福祉総合

相談窓口の安定的な運用を行い、周知していく必要がある。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 4年 6月20日 作成部局名 健康福祉部 担当部局名 こども健やか部 環境経済部 市民生活部

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

福祉総務課 福祉保健センター

03
共に生き、支え合い、安心して暮らせるまち

くらし安心課

市民課

協働推進課 児童青少年課

10
地域福祉の推進

文化スポーツ課

経済戦略室

地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合いながら、誰もが住み慣れた地域で安心して生き生きと暮らしていける地域づく

りを推進します。

地域福祉推進事業

福祉支援事業

西部福祉センター管理運営費

東部福祉センター管理運営費

新曽福祉センター管理運営費

上戸田地域交流センター管理運営事業

社会福祉推進事業

相談者を支援につなげた件 福祉総合相談窓口における相談件数
件 87 59 121

数 (延べ件数 )

民生委員相談件数 民生委員が相談を受けた件数
件 912 887 692

地域福祉の支援の満足度 支援に満足している市民の割合
％ 19.4 18.5 23

(市民意識調査 )

・単身世帯の増加や未婚率の上昇、少子高齢化や核家族化の進 ・誰もが安心して暮らすことができる社会の実現を目指して、

行などにより、地域コミュニティの希薄化が進んでいる。 第５期地域福祉計画を策定する。

・地域福祉計画を策定し、福祉分野の上位計画として、子ども ・地域福祉の担い手の育成は、社会福祉協議会との連携を強化

、高齢者、障がい者も含めた全ての人が認め合い、助け合いな していくとともに、各地域で実施している支部活動や地域交流

がら、安心して暮らすことができる社会の実現に向けて施策を のイベントを通



どが発生した際には、
市による直営か業務委託などが望ましいかの検討を行う。また、人員配置については、再任用職員を含め適切な配置・運用を行っていく。

今後、本施策の目的である「地域のあらゆる住民が役割をもち、支え合いながら住み慣れた地域で安心して生き生きと暮らしていける地域
づくり」を推進するため、「住民が役割を持ち、支え合う」ことにより解決すべき社会課題及び「生き生きと暮らしていける地域づくり」
の将来像を的確に捉えた上で、指標の達成に向け、新たな取組や、地域活動の担い手の育成・地域が抱える生活課題を解決していくための
福祉総合相談窓口の拡充などの既存事業の一層の充実を図ることが必要と考える。

01 葬祭助成事業　（市民課）

葬祭助成事業

任
意

39,867 市民ニーズや事業を取り巻く環境の

42,925 変化を注視しつつ、現状で継続する

－ － １ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ01 01 02 01 16 01 01 42,925 。

葬祭主宰者の申請に基づき、 42,925

１人につき一律５万円を助成 692

02 社会福祉総務事業　（福祉総務課）

地域福祉推進事業

任
意

88,086 市民が地域社会で生き生きと暮らせ

92,750 るように、地域福祉活動の担い手を

－ － １ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ01 01 03 01 01 02 01 92,750 育成・支援していく。

・地域福祉計画の策定及び進 92,72

戸

9

行管理を行う。 20

田

,841

市 施策

福祉支援事業

任

評

意

2,996 福祉的な

価

援助を行い、市民が安

シ

定・

3,659 自立し

ー

た生活を送れるように

ト

支援し

－ － １ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

作

Ｂ02 01 03 01 0

成

1 02 02 3,659

日

ていく。

・一時的に住

令

宅に困窮した市 3,2

和

24

民に対し、住宅を

 

提供する。 1,800

4

02 西部福祉

年

センター管理運営費　

 

（福祉総務課）

6月2

西部福祉

0

センター管理運営費

任

日

意

35,256 今後の

作

施設の方向性や機能の

成

あり方

36,678 に

部

ついては、市民及び時

局

代のニーズ

－ ○ １ Ｂ Ｂ

名

Ｂ Ａ Ｂ01 01 03 0

健

1 06 02 01 36,

康

678 を把握しながら

福

、関係部局と協力し

高

祉

齢者や多世代向けの交

部

流事 36,131 て検

担

討していく。

業を実施

当

し、「いこいの室」 1

部

2,186

0

局

3 東部福祉センター管

名

理運営費　（福祉総務

こ

課）

ども健

東部福祉センター管

や

理運営費

任
意

39,0

か

29 今後の施設の方向

部

性や機能のあり方

47

環

,723 については、

境

市民及び時代のニーズ

経

－ ○ １ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ01

済

01 03 01 06 03

部

01 47,723 を把

市

握しながら、関係部局

民

と協力し

高齢者や多世

生

代向けの交流事 44,

活

533 て検討していく

部

。

業を実施し、「いこ

○

いの室」 11,355

結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０４年度（事業費総額） 令和０５年度 令和０６年度 令和０７年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０４年度（人件費総額） 令和０５年度 令和０６年度 令和０７年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R3決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R4予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
5

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

・福祉総合相談窓口は、適切な関係機関へのつなぎが実施され、福祉に関する問題が解消で
きる体制が構築されており、目標値を大幅に達成した。
・民生委員相談件数は、コロナ禍の影響もあり、市民からの相談が減少し、目標が達成でき
なかった。

Ｂ
・地域福祉の支援の満足度は、問題が解消できる体制が構築された状態であり、目標値を達
成した。
以上のことから進捗状況は予定通りである。

410,025 ↓ 405,518 ↓ 400,756 → 400,756
今後の予算の方向性については、現在のところ大幅な増減はなく、現状維持となっているが、福祉総合相談窓口の委託規模を拡大する場合
には、事業費の増加を検討する。また、社会福祉協議会への助成については、事業内容や市との役割を整理し、引き続き助成内容の精査を
行う。各福祉センターは、老朽化が進んでいるが利用者が安全に利用できるように施設設備の点検を行い、計画的に修繕を実施する。

75,264 → 75,264 → 75,264 → 75,264
今後の人員の方向性については、現在のところ大幅な増減はなく、現状維持となっているが、新規事業や事業拡大な



祉

04 民生委員や保護司

部

活動を支援するこ

17

担

,811 とにより、市

当

民の個別具体的な課題

部

－ － １ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ01

局

01 03 01 01 07

名

01 18,215 解消

こ

を図っていく。

・地区

ど

民児協の指導と連絡調

も

7,635

整・研修及

健

び行事への参加・ 9,

や

694

01 笹

か

目コミュニティセンタ

部

ー管理運営費　（協働

環

推進課）

境経

（再掲）笹目コミュ

済

ニティセ

任
意

＜（再掲

部

）について＞

ンター管

市

理運営費 本事業は、他

民

の施策を主たる施策と

生

して構成する事

01 0

活

1 02 01 19 01 0

部

1 務事業ですが、一部

５

が本施策にも寄与する

．

ため「再

指定管理者で

事

ある笹目コミュ 掲の事

務

務事業」として、参考

事

に掲載しています。

ニ

業

ティ協議会による、セ

の

ンタ ※事業内容は、当

検

該事務事業評価シート

討

を参照

02 新

【

曽南多世代交流館管理

一

運営事業　（協働推進

般

課）

会

（

計

再掲）新曽南多世代交

】

流館

任
意

＜（再掲）に

（

ついて＞

管理運営事業

単

本事業は、他の施策を

位

主たる施策として構成

：

する事

01 01 02 0

千

1 19 02 01 務事業

円

ですが、一部が本施策

）

にも寄与するため「再

事

指定管理者制度の導入

務

により 掲の事務事業」

事

として、参考に掲載し

業

ています。

、多くの市

評

民に施設を活用し ※事

価

業内容は、当該事務事

の

業評価シートを参照

結

02 文化会館管

果

理運営費　（文化スポ

担

ーツ課）

当部

（再掲）文化会館管

局

理運営費

任
意

＜（再掲

の

）について＞

本事業は

評

、他の施策を主たる施

価

策として構成する事

0

大

1 01 02 01 18 0

事

2 01 務事業ですが、

業

一部が本施策にも寄与

中

するため「再

文化、芸

事

術の推進等を図るた 掲

業

の事務事業」として、

事

参考に掲載しています

務

。

めの文化会館の管理

事

運営。 ※事業内容は、

業

当該事務事業評価シー

名

トを参照

事
業
区
分

R3決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R4予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
5

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

04 新曽福祉センター管理運営費　（福祉総務課）

新曽福祉センター管理運営費

任
意

45,844 今後の施設の方向性や機能のあり方

60,201 については、市民及び時代のニーズ

－ ○ １ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ01 01 03 01 06 04 01 55,290 を把握しながら、関係部局と協力し

高齢者や多世代向けの交流事 52,490 て検討していく。

業を実施し、「いこいの室」 11,217

01 上戸田地域交流センター管理運営事業　（福祉総務課）

上戸田地域交流センター管理

任
意

99,225 誰が利用しやすい地域コミュニティ

運営事業 100,481 活性化の拠点として、適切に運営し

－ ○ １ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ01 01 03 01 08 01 01 100,481 ていく。

・地域交流、地域福祉、生涯 100,374

学習、男女共同参画推進等の 3,877

01 災害

戸

救助費　（福祉総務課

田

）

市 施策

災害救助費

法
定

0 ※予

評

算編成用シート（評価

価

除外事業

4 ）

－ － １ －

シ

－ － － 予01 01 03

ー

04 01 01 01 4

・

ト

自然災害により死亡し

作

た住 2

民遺族に対し、

成

災害弔慰金の 69

日

01 災害援護資金

令

貸付金　（福祉総務課

和

）

 4年

災害援護資金貸付金

法

 

定

0 ※予算編成用シー

6

ト（評価除外事業

1 ）

月

－ － １ － － － － 予01

2

01 13 02 01 01

0

01 1

・自然災害によ

日

り、世帯主が 0

負傷を

作

負い、又は住居、家財

成

69

07 社会

部

福祉推進事業　（福祉

局

保健センター）

名 健康

社会福祉

福

推進事業

任
意

16,7



祉

業務及び設備保 掲の事

部

務事業」として、参考

担

に掲載しています。

守

当

等の施設管理業務全般

部

②貸 ※事業内容は、当

局

該事務事業評価シート

名

を参照

01 プ

こ

リムローズ管理運営事

ど

業　（児童青少年課）

も健

（再掲

や

）プリムローズ管理運

か

任
意

＜（再掲）につい

部

て＞

営事業 本事業は、

環

他の施策を主たる施策

境

として構成する事

01

経

01 03 02 05 01

済

01 務事業ですが、一

部

部が本施策にも寄与す

市

るため「再

事業目的を

民

達成するための各 掲の

生

事務事業」として、参

活

考に掲載しています。

部

種講座等の実施。育児

５

に関す ※事業内容は、

．

当該事務事業評価シー

事

トを参照

02

務

こどもの国管理運営事

事

業　（児童青少年課）

業の

（再掲

検

）こどもの国管理運営

討

任
意

＜（再掲）につい

【

て＞

事業 本事業は、他

一

の施策を主たる施策と

般

して構成する事

01 0

会

1 03 02 05 02 0

計

1 務事業ですが、一部

】

が本施策にも寄与する

（

ため「再

事業目的を達

単

成するための各 掲の事

位

務事業」として、参考

：

に掲載しています。

種

千

講座等の実施。育児に

円

関す ※事業内容は、当

）

該事務事業評価シート

事

を参照

01 青

務

少年育成事業　（児童

事

青少年課）

業評

（再掲）青少年の

価

居場所事業

任
意

＜（再

の

掲）について＞

本事業

結

は、他の施策を主たる

果

施策として構成する事

担

03 01 10 04 03

当

01 03 務事業ですが

部

、一部が本施策にも寄

局

与するため「再

市内公

の

共施設に指導員を配置

評

掲の事務事業」として

価

、参考に掲載していま

大

す。

して青少年の居場

事

所として開 ※事業内容

業

は、当該事務事業評価

中

シートを参照

事
業

事務

R3決算額 R4

事

計画額 R5予算額
計（

業

千円） 事業費 367,

名

007 402,233

事

397,726
うち一

業

般財源 349,185

区

385,216 380

分

,043

事業の方向性

R

： １現状で継続　 ２拡

3

大して継続 ３縮小して

決

継続　　　４他事業と

算

統合　　　５休止　　

額

　６その他見直し

７令

強

和5年度で終了 ８令和

靱

4年度で終了 ９令和3

化

年度で終了

計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R4予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
5

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

01 スポーツ施設管理費　（文化スポーツ課）

（再掲）スポーツ施設管理費

任
意

＜（再掲）について＞

本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

01 01 10 05 02 01 01 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

市民や市内中学校のボート部 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。

が使用するボートを格納する ※事業内容は、当該事務事業評価シートを参照

01 スポーツセンター管理運営費　（文化スポーツ課）

（再掲）スポーツセンター管

任
意

＜（再掲）について＞

理運営費 本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

01 01 10 05 03 01 01 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

スポーツセンターの管理運営 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。

、スポーツ施設の貸し出し、 ※事業内容は、当該事務事業評価シートを参照

01 観光

戸

事業　（経済戦略室）

田市

（再掲

施

）観光振興事業

任
意

＜

策

（再掲）について＞

本

評

事業は、他の施策を主

価

たる施策として構成す

シ

る事

01 01 07 01

ー

04 01 01 務事業で

ト

すが、一部が本施策に

作

も寄与するため「再

・

成

観光資源の活用により

日

、本 掲の事務事業」と

令

して、参考に掲載して

和

います。

市の観光振興

 

を推進していく ※事業

4

内容は、当該事務事業

年

評価シートを参照

 

04 福祉保健セン

6

ター管理運営費　（福

月

祉保健センター）

20

（再掲）福

日

祉保健センター管

任
意

作

＜（再掲）について＞

成

理運営費 本事業は、他

部

の施策を主たる施策と

局

して構成する事

01 0

名

1 04 01 01 04 0

健

1 務事業ですが、一部

康

が本施策にも寄与する

福

ため「再

①警備、清掃



祉部 担当部局名 こども健やか部 環境経済部 市民生活部

５．事務事業の検討 【特別会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R3決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R4予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
5

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

01 交通災害共済事業　（くらし安心課）

交通災害共済事業

任
意

3,593 共済事業であり、継続実施が必要で

4,953 ある。引き続き周知を実施していく

－ － １ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 07 01 01 01 01 01 4,953 。

加入しようとする者が掛金を 0

添えて申し込み、加入者が交 1,731

火災共済事業

任
意

967 共済事業であり、継続実施が必要で

2,839 ある。引き続き周知を実施していく

－ － １ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 10 01 01 01 01 01 2,839 。

加入しようとする者が掛金を 0

添えて申し込み、火災により 1,731

R3決算額 R4計

戸

画額 R5予算額
計（千

田

円） 事業費 4,560

市

7,792 7,792

施

うち一般財源 967 0

策

0

事業の方向性： １現

評

状で継続　 ２拡大して

価

継続 ３縮小して継続　

シ

　　４他事業と統合　

ー

　　５休止　　　６そ

ト

の他見直し

７令和5年

作

度で終了 ８令和4年度

成

で終了 ９令和3年度で

日

終了

令和 4年 6月20日 作成部局名 健康福


